
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０１３ 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学 A 単位数 2 単位 年次 1 年次 

講座名 数学 A 

使用教科書 新編 数学 A（数研出版） 

副教材等 新課程 教科書傍用 ３ＲＯＵＮＤ 数学 I+A （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業には教科書・副教材・ノートを持ってきてください。中学校までに習った内容はよく復習

しておく必要があります。 

・「予習をすることで問題点を見つける→授業内で問題点を共有する→周囲と議論し、解法を導

く→問題点の解決法を発表する」といった一連の過程で授業を行います。 

・定期的に家庭学習用課題を課します。最後まで諦めずに取り組みましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・場合の数と確率，図形の性質または数学と人間の活動について、中学校までの奇習事項と関連させながら問題

演習を通して、基礎的な知識を習得し技術を習熟させる。また、四年制大学への進学に必要となる知識・技能を

育成する。 

・日常生活における身近な事象を取り上げ、数学とのかかわりを認識し考察させる。また、場合の数と確率，図

形の性質または数学と人間の活動に関して、社会において活用できる思考力を身につける。 

・グループワーク等を通して、さまざまな解法があることや定理の意味について気付かせ、数学に対する興味や

関心を高める。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率，図形の性質ま

たは数学と人間の活動における

基本的な概念，原理・法則などを

体系的に理解し，基礎的な知識

を身に付けている。 

場合の数と確率，図形の性質また

は数学と人間の活動において，事

象を数学的に表現・処理する仕方

や推論の方法などの技能を身に付

けている。また、事象を数学的に

考察し表現したり，思考の過程を

振り返り多面的・発展的に考えた

りすることなどを通して，数学的

な見方や考え方を身に付けてい

る。 

 

場合の数と確率，図形の性質また

は数学と人間の活動における考え

方に関心をもつとともに，数学の

よさを認識し，それらを事象の考

察に活用して数学的な考え方に基

づいて判断しようとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

場

合

の

数

と

確

率 

 

第 1 節 場合の数 a: 集合の要素について理解して

いる。和の法則・積の法則を理解

している。順列や組合せの考え

方について理解している。 

b:集合の要素に関する関係式を用

いて，補集合の要素の個数や和

集合の要素の個数を求めること

ができる。樹形図や積の法則を

基にして，順列の総数を導く過

程を考えることができる。 

c: 集合やその要素の個数につい

て関心をもち，進んで学ぼうとす

る。具体的な事象の考察に順列

の考えを利用しようとする。 

定期考

査 

 

小テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

 

レポート

課題 

パフォー

マンス課

題 

 

態度 

第２節 確率 a: 確率の基本的な法則を用い

て，事象の確率を求めることがで

きる。排反事象の確率を求めるこ

とができる。余事象を利用して確

率を求めることができる。独立な

試行の確率，反復試行の確率を

求めることができる。 

b: 試行や事象の考えを用いて，

確率の基本的な法則について考

えることができる。順列，組合せ

および集合の考えを利用して，

いろいろな事象の確率を調べる

ことができる。 

c: 確率について関心をもち，進ん

で学ぼうとする。具体的な事象の

考察に，確率の考えを利用しよう

とする。 

定期考

査 

 

小テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

 

レポート

課題 

パフォー

マンス課

題 

 

態度 
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２
学
期 

図
形
の
性
質 

第１節 平面図形 a: 三角形の外心，内心，重心の

性質を理解している。円に内接

する四角形の性質や四角形が

円に内接するための条件につい

て理解している。 

b: 角の二等分線と線分の比の式

を導く過程を考えることができる。

三角形の外心，内心，重心を作

図することができる。 円に内接

する四角形の性質や四角形が

円に内接するための条件を用い

て，図形の性質を論理的に処理

することができる。 

c: 三角形の性質に関心をもち，進

んでその性質を調べようとする。

円の性質に関心をもち，進んで

その性質を調べようとする。 

 

定期考

査 

 

小テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

 

レポート

課題 

パフォー

マンス課

題 

 

態度 

第２節 空間図形 a:空間における２直線の関係や

平面と直線の関係、２平面の関

係を理解することができる。 

b:空間図形の性質を考察し、証明

問題を論理的に考えることが

できる。さまざまな多面体から

オイラーの多面体定理を考察

することができる。 

c:空間図形に興味をもち、日常に

あふれる空間図形を数学的に

考えようとする。 

定期考

査 

 

小テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

 

レポート

課題 

パフォー

マンス課

題 

 

態度 
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３
学
期 

数
学
と
人
間
の
活
動 

数学と人間の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 倍数の判定をすることができ

る。公倍数・公約数，最小公倍

数・最大公約数を求めることがで

きる。数を素因数分解することが

できる。ユークリッドの互除法を

用いて，2 つの整数の最大公約

数を求めることができる。不定方

程式のすべての整数解を，文字

を用いて表すことができる。 

b: 最小公倍数と最大公約数につ

いて，それを導く過程を考えるこ

とができる。具体的な事象の考

察に，最小公倍数や最大公約数

の考えを利用できる。大きな整数

の最大公約数を求めるときに，ユ

ークリッドの互除法を用いると便

利であることがわかる。 

c: 整数のいろいろな性質に関心

をもち，進んでその性質を調べよ

うとする。具体的な事象の考察

に，最小公倍数や最大公約数の

考えを利用しようとする。最大公

約数を図形的に考えることに関

心をもち，進んで調べようとする。 

定期考

査 

 

小テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

 

レポート

課題 

パフォー

マンス課

題 

 

態度 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 

 


